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るが、現在、ラットゲノム DNA・BAC ライブラリーが構築済みの系統は 3 系
統しかない。その内、Long-Evans (L-E)ラットは生殖系列移行可能な ES 細胞
樹立の報告はない。そのため、L-E ラット由来の ES 細胞樹立を行った。次に、
未分化 ES 細胞で発現する Nanog 遺伝子を含む BAC クローンを用いて、蛍光
タンパク質 Venusを含むカセット(Venusレポーターカセット)をNanog遺伝子
の翻訳開始コドンに挿入した BAC ベクター(rNV-BAC ベクター)を構築した。
そして、構築した BACベクターをエレクトロポレーション法により、L-Eラッ











も、相同組み換えによって Nanog 遺伝子領域に Venus レポーターカセットを、




















新規に樹立した L-Eラット由来の ES細胞を用いて、ラット ES細胞において
も BACターゲティング法が有効であることを in vitroで証明した。しかしなが
ら、遺伝子ターゲティングされた ES細胞からキメララットを作製することはで
きなかったため、本研究でその有効性を in vivoで評価することはできなかった。
しかし、本結果は、遺伝子ターゲティングマウス同様、幅広いニーズに応じた
モデルの作製がラットにおいても可能であることを示唆している。 
 
